
夢
と
希
望
を
持
つ
こ
の
一
年

　
　
　
　
　
　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長

鈴
木
　
　
要

　

青
葉
に
囲
ま
れ
、
日
ご
と
夏
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

常
日
頃
よ
り
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
対

し
、
格
別
な
る
ご
配
慮
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
世

界
中
で
流
行
の
拡
大
を
続
け
、
未
だ
に
収
束
の
目
途
が

立
た
ず
、
何
事
に
も
困
難
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

当
コ
ミ
セ
ン
で
も
、
昨
年
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
十
分
な
活
動
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
工
夫
に
工
夫
を
重
ね
て
進
め
て

参
り
ま
し
た
が
、
目
標
の
半
分
に
も
届
か
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、

歯
が
ゆ
く
残
念
に
思
い
反
省
し
て
い
る
所
で
す
。

　

ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
時
代
に
合
っ
た
、
地
域
に
親

し
ま
れ
る
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
事
業
や
、
関
心
の
高
い
課

題
と
は
何
か
を
多
く
の
方
々
と
共
有
し
な
が
ら
、
新
規

事
業
を
企
画
し
尽
力
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
内

容
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し

つ
つ
、
今
後
の
運
営
の
成
果
を
検
証
し
、
具
体
的
に
何

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
じ
っ
く
り
と
考
え
、
よ
り
良
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
実
践
力
を
十
分
に
備
え
て
、
夢

と
希
望
が
持
て
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
重
視
し
て
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た

と
は
い
え
ど
も
ま
だ
ま
だ
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様

も
十
分
に
気
を
つ
け
て
お
暮
ら
し
く
だ
さ
い
。

　エコファーム長井さんにご協力
いただき、今年も開催しました。
幼虫の育て方教室は３年ぶりです。
まるまると太った幼虫がいっぱい
いて、参加者のみなさんは楽しそ
うに声を上げていました。
　次は７月24日（土）。成虫の飼
育について学びます。

明
る
く
楽
し
く
、住
み
よ
い
地
域
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
長

大
竹
　
　
仁

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
多
く
の
事
業
が
中
止
に

な
っ
た
り
、
本
館
の
利
用
が
制
限
さ
れ
た
り
と
、
地
域
の
皆

様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
難

し
い
状
況
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
予
防
や
配
慮
を
し
な
が

ら
で
き
る
限
り
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
長
井
の
ま
ち

を
あ
や
め
で
飾
る
「
あ
や
め
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
２
年
目
を
迎
え
、
通
り
沿
い
や
学
校
に
も
あ
や
め
の
花

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

で
さ
ら
な
る
広
が
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
長
井
で
暮
ら
す
人
の
た
め
の
「
長
井
市

中
央
地
区
生
活
情
報
ま
っ
ぷ
」
や
緊
急
時
に
備
え
た
「
安
全

安
心
暮
ら
し
の
情
報
シ
ー
ト
」
の
作
成
も
行
い
ま
し
た
。
地

域
の
皆
様
の
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
今
年
度
は
、
商
店
街
の
ま
ち
歩
き
や
史
跡
め
ぐ

り
、
河
川
の
美
化
活
動
、「
わ
が
地
区
の
安
全
安
心
」
の
取

り
組
み
の
紹
介
、
防
災
講
習
会
、
子
ど
も
会
の
活
性
化
事
業
、

い
き
い
き
麻
雀
教
室
、
地
域
づ
く
り
へ
の
高
校
生
の
参
画
等

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
学
び
の
場
と
し
て
、

多
く
の
講
座
や
教
室
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
施
設
と
す
る
た
め
に
、
カ
フ
ェ
的
な
ス
ペ

ー
ス
も
設
け
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
地
域
の
皆
様
に
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
明
る
く
楽
し
く
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　コミセンに移行し、３年目の活動がスタートしましたが、全国では今も新型コロナウイルス感染症
の厳しい状況が続いています。中央コミセンでは、これからも今私たちが出来ることは何かを考え、
進めていこうと思います。そして、中央地区にお住まいの方を始め、市民の皆さんへ情報を提供し、
笑顔を増やしていきたいと思います。皆さんからのご指導、ご協力のほどよろしくお願い致します。

中央コミュニティセンター運営協議会地域振興専門部 部長　横山裕充　　　　　　　　　　　　

中 央 コ ミ セ ン ★ ス ロ ー ガ ン

５月１６日
にちようび

自然の中で元気いっぱい！自然の中で元気いっぱい！
カブトムシカブトムシをを育てる教室育てる教室

中央コミセンでは感染症対策をしながら、事業を行っています。
みなさんが安心して活動できるようにご協力をお願いします。

  Part1
幼虫の
　 育て方

　自主防災や河川・水路の美化など、地区で取り組んでいる「安全安心」に
ついての活動を、リレー形式で紹介してもらいます。今回は十日町です！

「地区防災会の取り組み」
十日町地区長　渡部 武栄　

　十日町地区は平成19年７月に自主防災会を組織し、「地区の安全・
安心は地域みんなの力で」をスローガンに、大地震発生を想定した訓
練、研修会と併せ豪雨災害の訓練も実施しています。また、令和元年
の訓練は、台風19号による最上川増水時に発令された避難勧告当日と
重なり、本番の避難となりましたが、約10世帯の方々が自主的に避難
されました。
　近年の地震・豪雨災害への対応として「防災マップ」が発行され、
更に本年５月20日からは法改正により、避難情報「警戒レベル４」が
「避難指示」に一本化されました。
　これらの情報と基本となる自助行動「自ら
の命は自らが守る」を周知、徹底していくと
共に、避難行動要支援者を含む高齢者が安全
に避難できる体制づくり、公民館の一時避難
所としての検討等、地区防災活動を継続し、
更に向上できるよう取り組んでいきます。

長井市総合防災訓練に参加
（2017.10.01）

地区消防団員による、土嚢作り講習（2018.09.30）

－1－－4－



令和３年度 中央コミュニティセンター・勤労青少年ホーム 運営計画

　長井市第五次総合計画に掲げられている「みんなで創る しあわせに暮らせるまち長井」
を目指し、長井市の教育目標「いのちを育み『長井の心』を未来につなぐまち」の具現化の
ために、「未来を担う子どもたちの育成」「健康・体力増進のための環境づくり」「文化財の
保護活用と地域活性化」「生きがい輝く生涯学習の推進と地域づくり」に努めるとともに、「長
井の心」を育む活動を一層推進する。

⑴コミュニティセンター化３年目として、４専門部会において、今年度取り組む「地域づくり事業」に関わる具体的な施策
「地域づくり 夢  プラン2021」を策定し、積極的に実践する。
⑵事業の推進にあたっては、新たな発想や豊かなアイディアを取り入れるとともに、他団体等との連携を積極的に行う。
また、事業推進の負担にも配慮し、事業のスリム化や統合、改廃も含めて検討しながら実践する。

⑶「長井が好き」「長井をよくしたい」と思う将来を担う若い人の育成に努める。とりわけ、小学生の子ども育成会への参
加、中学生のボランティア活動への参加や高校生の地域づくりへの参画を推進する。

⑷引き続き新型コロナ感染症への対応には十分に心を配るとともに、感染予防の工夫や配慮をしながら、できるだけ
事業の遂行にあたる。

⑸「笑顔で応対 誠意で行動」の励行や「ご意見箱」の活用を図り、利用者の目線に沿って利用しやすい施設運営に努める。
⑹老朽化に伴う施設設備や備品の不具合について、優先順位をつけて計画的に改善してもらえるように要請を続けていく。
⑺来年度からの法人化に向けて理解と準備を進めるとともに、これを機に業務の整理統合を図る。

基
本
方
針

今
年
度
の
運
営
に
つ
い
て

令和３年度 中央コミュニティセンター運営協議会・関係団体 組織体制

●長井市中央コミュニティセンター運営協議会
会長　鈴木　要　　副会長　横山良男
委員　鈴木隆政　　風間　孝　　梅津和吉　　梅津昌志
　　　齋藤正幸　　堀越邦彦　　鈴木雄一　　須藤俊一郎
　　　齋藤憲幸　　新野誠二　　菅野昭浩　　青木孝弘
　　　横山裕充　　伊藤浩呉　　手塚辰弥　　中井俊彦
　　　梅津紀子　　竹田幸子　　谷口広吉　　平いせ子
監事　須﨑ミチ子　牛澤敏宏
顧問　上村正巳　　梅津　洋　　𠮷田芳弘　　東海林和夫
長井市担当職員　　梅津昌義　　梅津裕佑　　鈴木成美
 　　　　　小松純也　　佐藤拓磨

●事務局　館長 大竹　仁（中央コミセン、勤労青少年ホーム）
〈長井市中央コミュニティセンター〉　遠藤和彦　　梅津ひろみ　遠藤恵子　　菊地久美　　佐藤果林
〈長井市勤労青少年ホーム〉　孫田吉一　　金子恵子　 堀越秀幸　　横澤弘巳

●中央地区自治公民館連絡協議会（自公連）
会長　齋藤正幸（館町）　副会長　那須義範（清水町）
〈自治公民館長〉
日の出町　竹田栄司　　　館　　町　齋藤正幸
四 ツ 谷　新野　博　　　台　　町　片倉純一
花 作 町　小杉　徹　　　ままの上　齋藤　隆
東　　町　齋藤　明　　　舟　　場　遠藤吉雄
金 井 神　土屋敏朗　　　高 野 町　須藤良美
大　　町　渡部俊彦　　　十 日 町　蒲生憲司
新　　町　蒲生幸博　　　幸　　町　横山健一
清 水 町　那須義範　　　横　　町　佐藤誠一郎
緑　　町　飯澤秀夫　　　中　　道　酒井　勝
宮　　原　佐藤一郎　　　野　　川　樋口文夫

●中央史談会
会　長　小林幸雄（清水町）　　
副会長　新野　潔（ままの上）

●中央青壮年連絡協議会
会　長　堀越邦彦
　　　　（栄町・新町・高野町青壮年部会／SSK）　　
副会長　鈴木幸一（大町青壮年会）
　　　　鈴木淳一（花作町球友会）

●中央地区子ども会育成協議会（子育協）
会長　鈴木雄一（花作町）　　副会長　坂野智樹（ままの上）
　　　　　　　　　　　　　　副会長　鈴木宣博（館町北）
〈育成会長〉　　　
日の出町　大嶌雅也　　館 町 南　大澤　淳　　館 町 北　鈴木宣博
四 ツ 谷　菅野　勉　　台　　町　飯鉢文義　　花 作 町　我妻和弘
あ ら 町　大竹貴之　　神 明 町　平　直樹　　片 田 町　小泉慶宜
本 町 南　梅津壮一郎　本 町 北　小関幸一　　ままの上　小笠原恒
東　　町　川村　誠　　屋 城 町　横山真哉　　舟　　場　金子裕行
金 井 神　梅津行春　　栄　　町　孫田信弘　　高 野 町　高橋良勝
大　　町　齋藤勝久　　十 日 町　我妻　昇　　新　　町　橋本祐二
幸　　町　井上　純　　清 水 町　河野圭朗　　横　　町　板垣勇喜
緑　　町　後藤勇紀　　中　　道　大滝　徹　　宮　　原　箱岩俊夫
野　　川　樋口秀智

●長井市勤労青少年ホーム利用者会（UR会）
会　長　志賀　敦（HAPPYSWING）　
副会長　鈴木徳仁（HAPPYSWING）、 中尾　進（長井クラブ）

※長井市勤労青少年ホームは長井市内の企業・団体の皆様による親和会
（会長 近野栄一）の支援のもと、勤労青少年育成のための事業を行っ
ています。

●中央地区放課後子ども教室コーディネーター
　八木賢二（中道）　　横山千恵子（栄町）

　なかよしくらぶが５月２７日（木）にスタートしました。
子育て支援サポートくらぶのみなさんの協力のもと、畑で
の活動や季節の行事など、幼児期に体験させたい活動を楽
しく行います。活動は毎週木曜１０時～１１時４５分です。

対　象：1歳６か月以上の子どもと親(祖父母可)

参加費：親子で2,000円 ＊弟妹の引率も可能（託児あり）

　入会前の“おためし体験”も行っていますので、ご自由に
おいでください！

開講式の様子

　 畑の活動

サポートくらぶのみなさんがバックアップします

（1）「地域振興」専門部
◇ねらい：地域資源を活用した多様な交流を通して、
　　　　　更なる活性化を目指そう。
◇事業計画
　⑴地域づくり事業
　　①観光振興・商店街の振興（観光団体・商店街との

交流や学習会の実施）→「ふらり学講座」で実施
　　②市民一体での花植えの取り組み
　　　→あやめ“花いっぱい”プロジェクト
　⑵生涯学習事業
　　①関係団体役員研修会
　　　&新春を祝うつどいの開催
　　②広報活動
　　③ふらり学講座

（2）「安全安心」専門部
◇ねらい：みんなの力を合わせ、さらに安全安心な
　　　　　まちをつくろう。
◇事業計画
⑴地域づくり事業
　　①交通安全の推進（子どもの安全を守る活動）
　　②河川美化と防犯防災対策事業
　　　・防災・減災講座の開催、河川・水路の美化活動、
　　　　地域の取り組みの紹介（コミセンだより）
⑵生涯学習事業
　　①食の安全安心事業「畑の楽耕（がっこう）」
　　②暮らしの安全安心事業
　　・郷土料理&伝統料理レシピ集の編集・発行
　　・大人のためのそば打ち入門講座
　　・親子そば打ち体験教室

ふらり学講座
「商店街を歩こう」

（3）「健康福祉」専門部
◇ねらい：みんなで支え合い、笑顔でいきいき暮ら
　　　　　せるまちをつくろう。
◇事業計画
　⑴地域づくり事業
　　①子ども会活動の活性化事業
　　②いきいき健康教室（麻雀教室、運動教室）
⑵生涯学習事業

　　①第４回いきいき交流フェスタ
　　②子育て支援交流事業
　　　（夏まつり交流会、冬まつり交流会）
　　③お茶の間交信関連事業
　　　・お茶の間交信の発行
　　　・パパとあそぼう講座
　　④共育セミナーなかよしくらぶ

　 （4）「教育文化」専門部
◇ねらい：よき伝統を継承・発展させ、心豊かな
　　　　　充実した生活を送ろう。
◇事業計画
　⑴地域づくり事業
　　①高校生地域づくりプロジェクト　　　　
⑵生涯学習事業
　　①学習ひろば事業（星空教室、デジカメ教室ほか）
　　②やんちゃひろば事業
　　　（夏休み「学びと楽しみひろば」、放課後ひろば）
　　③親と子の季節の体験事業
　　　（カブトムシ、クリスマスケーキ、お正月かざり）
　　④文化伝承事業
　　⑤交流センターふらりまつり

●地域振興専門部
◎横山裕充　　〇梅津紀子
　遠藤幸子　　　村上隆夫
　土屋賢寿　　◇梅津和吉
◆斎藤憲幸　　◆須藤俊一郎

●健康福祉専門部
◎手塚辰弥　　〇谷口広吉
　金田征司　　　早川京子
　鈴木洋子　　◇鈴木隆政
◆齋藤正幸　　◆鈴木雄一
◆新野誠二

●安全安心専門部
◎伊藤浩呉　　〇竹田幸子
　鈴木裕美子　　鈴木健一
◇梅津昌志　　◆横山良男
◆菅野昭浩

●教育文化専門部
◎中井俊彦　　〇平いせ子
　蜂谷拓郎　　　梅津順子
　佐藤和子　　◇風間　孝
◆堀越邦彦　　◆青木孝弘

事 業 計 画

◎専門部長　〇副部長　
◇アドバイザー　
◆担当運協委員
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